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Index ： HPI，以下 HPIとする）８）９）を含む日常の
生活習慣の実践状況に関する１６項目，３）合衆国国立
精神保健研究所疫学的抑うつ尺度（Center for Epide-
miological SelfDepression Scale ： CESD，以 下
CESDとする）日本語版２０項目１０），４）首尾一貫感







































































うつ傾向なし群 ：０～１５ ７１（４３） ９１（３３） １６２（３７）
＊
うつ傾向あり群 ：１６～６０ ９５（５７） １８６（６７） ２８１（６３）







１ 朝食を毎日たべている １２０（７１） ２００（６９）
２ 睡眠を６～８時間はとっている ６５（３９） ９６（３３）
３ 栄養のバランスをよく考えている １１３（６７） １８１（６４）
４ たばこは吸わない １５８（９４） ２６４（９３）
５ 運動は週一回以上している １００（６０） １８１（６３）
６ お酒を毎日は飲まない １５０（８９） ２６５（９２）
７ １日の拘束時間は１０時間以内である １５９（９９） ２５７（９５）
８ ストレスは普通程度またはそれ以下である １５４（９３） １８０（６３） §
９ 寝つきは良いほうである １１８（７０） １４９（５２） §
１０ 夜寝てから途中目が覚めることはない １２５（７４） １６９（５９） §
１１ 眠りは深いと感じている １６０（９４） ２５０（８７） 
１２ 悩みは人並みかそれ以下である １５９（９４） １９５（６８） §
１３ 日常よく笑う １６５（９７） ２７０（９４）
* : P<0.05 univariate analysis (fischers exact test)
§ : P<0.05 multivariate analysis (multiple logistic model)
a :個々の設問項目で欠損値が生じることがあるため度数が同じでも%が異なることがある。
b : No.18は森本の健康生活習慣に準拠して設定した。











１ 非常にたくさんの勉強をしなければならない １２６（７５） ２３８（８４） 
２ 期限までに課題をこなすことができない ２３（１４） ５９（２１）
３ 一生懸命勉強しなければならない １４０（８４） ２６１（９２） 
４ かなり注意を集中する必要がある ７８（４７） １８８（６７） 
５ 高度の知識や技術が必要な難しい勉強だ ８６（５２） ２００（７１） §
６ 学校にいる間はいつも勉強のことを考えていなければならない １７（１０） ７５（２７） 
７ 身体的に負担の多い勉強だ ３４（２１） １１２（４０） 
８ 自分のペースで勉強ができる １３１（７８） １５６（５５） 
９ 自分で勉強の順番・やり方を決めることができる １３５（８２） １６６（５９） §
１０ 知識・技術をもっと高めたいがゆとりがない ７７（４６） １７６（６２） 
１１ これまで培った知識・技術を発揮できている ７６（４６） ８７（３１） 
１２ 学校の勉強方針に自分の意見を言うことが出来る ５１（３１） ９８（３５）
１３ 自分の知識や技術を勉強で活かすことが少ない ５１（３１） １２７（４５） 
１４ 私の学科内で意見のくい違いがある ２１（１３） ８３（３０） 
１５ 私の学科と他の学科とはうまが合わない １９（１２） ７２（２６） 
１６ 私の学校の雰囲気は友好的である １４３（８７） １９３（７０） §
１７ 私の学校の学習環境（騒音、照明、温度、換気）はよくない ５９（３６） １３０（４６） 
１８ 勉強の内容は自分にあっている １１５（７０） １８３（６５）
１９ 勉強のしがいがある内容だ １２８（７８） ２０４（７３）
２０ 他大学と比べて教育の質が低いと感じる ４８（２９） １１３（４０） 
２１ 努力に見合った教育が提供されていない ４３（２６） ９３（３３）
２２ 私の学部・学科は、他の学部・学科に比べて教育水準が低い ３４（２１） １０３（３７） 
２３ 自分の学部、学科の教育内容に不満がある ３５（２１） １１２（４０） 
２４ いつまでも学習成果があがらない ３２（１９） １３３（４８） §
２５ 今後の自分の学習課題が不明確である ５８（３５） １４９（５３） §
２６ 自分が何をすべきか明確にされていない ４４（２７） １４６（５３） 
２７ 自分が他の学生に役に立っているという確信がない ６４（３９） １９３（６９） §
２８ 課題がいっぱい提起され押しつぶされている感じだ ３６（２２） １４４（５２） §
２９ ゆっくり考えたり議論したりする時間のゆとりがない ５０（３０） １５８（５７） 
３０ 今の状況で学習のしがいが見つけづらい ５０（３０） １６８（６１） §
３１ 今の学校に入った初心が忘れがちだ ７９（４８） １８８（６８） 
３２ 授業に主体的に関われていない ５９（３６） １４１（５１） 
３３ 勉強の負担は増加した ７２（４３） １５６（５７） 
３４ 将来に展望が持てない ３４（２１） １４１（５２） §
３５ 先生や仲間と勉強について話し合いたいが、その機会がない ２４（１５） １００（３６） 
３６ 話し合うゆとりがない ２７（１６） １１６（４３） §
３７ 趣味に費やす時間がつくれている １１４（６９） １４７（５４） 
３８ 自分なりにストレス解消の方法を見つけている １４３（８６） １７６（６５） §
: P<０．０５univariate analysis (fischers exact test)











健康ではない ９（ ５） ４９（１８）
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